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基本政策２ ともに生き、ともに支えあう 

 

【基本政策の方向性】 

障がいに対し、市民一人ひとりが、理解を深めるとともに、障がいのある人が、その人らしく住み慣れ

た地域で暮らせる環境づくりを進めることで、障がいのある人もない人も、ともに生き、支え合う「共生

社会の実現」を目指します。 

 

５年後の目指す姿 

 「みんながちょっとした配慮ができるようになる」 

共生社会の実現に向けて、市民一人ひとりが、障害者差別解消法1の趣旨を理解し、障がいのあ

る人へ必要な配慮ができることを目指します。 

【数値目標】 現状値  目標値 

障害者手帳所持者等のうち配慮がなく困った経験がある

人の割合（障がい者福祉についての実態調査） 
33.0%（Ｈ29） ⇒ 27.0%（R7） 

 

基本施策 

２－１ 意識啓発の充実 

家庭、地域、学校、企業などにおいて、偏見や差別を解消するため、障がいに対する正しい知識と

理解を広める意識啓発を充実します。 

【KPI】 現状値  目標値 

障害者差別解消法について知っている人の割合 

（障がい者福祉についての実態調査） 
30.9%（Ｈ29） ⇒ 50.0%（R７） 

【主な取組】 あいサポート運動2の推進 

  障がいのある人が、地域社会の中で自分らしく安心して暮らせる社会の実現を目指して、障がいに

対する正しい知識を持ち、ちょっとした配慮ができる「あいサポーター」を養成します。 

【KSF】 現状値  目標値 

あいサポーター数 6,762 人（R1） ⇒ 12,397 人（R7） 

 

  

                         
1 障がいを理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成25 年6 月に制定された法律 
2 障がいの有る無しにかかわらず、誰もが暮らしやすい地域社会をみんなでつくっていこうとする運動 

暮らし つながり 生活環境 成長 
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２－２ 交流の促進 

各種活動に積極的に参加する意欲を高めるとともに、交流機会を増やすなど、心のバリアを解消

する交流を促進します。 

【KPI】 現状値  目標値 

障がいのある人と交流（啓発イベントやボランティアに参

加）したことがある人の割合（web アンケート） 
― ⇒ R2.9 上旬に設定予定 

【主な取組】 障がいのある人との交流 

  広く、障がいのある人の福祉についての関心と理解を深めるとともに、あらゆる分野の活動に積極的

に参加する意欲を高めるために、障がいのある人との交流事業等を実施していきます。 

【KSF】 現状値  目標値 

当事者委員（※)が参画する会議・事業等の開催回数 

※障がいのある市民自らが参画する障がい福祉に関する審議会等の委員 
６回/年（R2） ⇒ ７回/年（R7） 

 
 

２－３ 暮らしやすい環境整備 

障がいのある人もない人も、すべての人々にとっての暮らしやすさにつながるよう、誰もが暮らしやす

い環境整備を推進します。 

【KPI】 現状値  目標値 

避難所の設備や必要な支援が受けられるか不安の

割合 （障がい者福祉についての実態調査） 
29.4%（Ｈ29） ⇒ 15.0%（R７） 

【主な取組】 施設などのバリアフリーの推進 

  障がいのある人が利用しやすいよう、公共施設等の設備の改善を図り、バリアフリーに配慮した施

設整備に努めます。 

【KSF】 現状値  目標値 

多目的トイレ（※）の普及の推進 

※多機能トイレとユニバーサルシートの両方が設置されたトイレの数 
５ヶ所（R2） ⇒ ６ヶ所（R7） 

 

関連するSDGｓゴール 

障がいなどを理由とした差別を解消し、その人らしさを認め合いながら、ともに生きる社会

を目指します。 関連ターゲット（10-2） 

様々なパートナーシップを推進し、経験や知識を共有し、ともに生きる社会の構築に向け

協力していきます。  関連ターゲット（17-17） 
 

関連計画等 

富士見市障がい者支援計画  （令和 3 年度～令和５年度） 
 

関連部署 

総務部 安心安全課 

健康福祉部 福祉課、障がい福祉課・各公共施設 


